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ABSTRACT
The paper takes all the samples of 21 sites of the pre-historical walled settlements 
that have been discovered in the Middle Yangtze River Basin. Examined by 
surface morphology, size, layout, estimated population and settlement function, 
one of the selected sites -- Panlongcheng of the Shang Dynasty has been 
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合は 1 ㎡の土地に 0.025 人－ 0.034 人で計算し，明確な居住範囲がない場合は































































のこと？）が 300－400 ｍで，面積約 24 万㎡くらいであるという。城壁は土で
築かれ，胴突きの階層がはっきり見える。南，西壁の底幅が 35 ｍで，東，北
壁の底幅が 30 ｍである。城壁の内側に幅約 5 ｍの土手が築かれており，外側
は切り立ったまっすぐながけになっている。城壁をめぐらす環濠があり，南側
と北側の局部が壊れた以外，ほぼ完全な状態で残っている。環濠の幅は 30－















































城壁は東西約 580 ｍ，南北約 350 ｍ（面積およそ 20.3 万㎡―筆者試算），周囲
の長さが約 1,900 ｍである。城壁の最も高いところと最も低いところの落差が
























南北 500 ｍと推定し，城内面積は約 17 万㎡である」，「平面はそら豆形を示し，
……変形の六角形と言える」と報告されている。
［12］
　人口の推定。城壁面積は 12 万㎡，20.3 万㎡及び 17 万㎡という三つの数字が
ある。これらの数字によって試算すると，人口はそれぞれ 3,000－4,000 人，3,800











































1994 年 4 期によると，遺跡は不規則な四角形で，南北の長さ 1,200 ｍ，東西の
広さ 1,100 ｍで，面積が約 120 万㎡である。
　張緒球の論文
［15］





さが 80－100 ｍあり（？），環壕に囲まれる面積が約 180 万㎡に達するという。
　中村慎一の論文
［17］
にも同じく「囲壁外側には幅 80－100 ｍで周長約 4,800 ｍの
周濠がめぐる」との言い方があり，囲まれる面積は約 180 万㎡に達するとして
いる。





万－3 万人，あるいは 1.8 万－2.5 万人になる。
　集落機能の推測。この城壁は規模が大きく，集落の人口数は最大 3 万人に達
していたと推測される。特に城壁が極めて厚いのが特徴的で，最小のデータで




















約 500 ｍ，広さ約 400 ｍで，面積はおよそ 15 万㎡である。城壁は大部分が残っ
ていて，東北部側だけがなくなっている。城壁の周囲が約 1,100 ｍ，壁の上部
幅が 15 ｍぐらい，底幅が約 30 ｍである。殆どが地上より 2－3 ｍ高く，西北
部の城壁は他の部分よりさらに 1 ｍぐらい高い。城壁の外側に環濠があり，周
囲約 1,300 ｍ，幅 20－30 ｍ，深さ 1－2 ｍぐらいである。城門の位置は分から
ない。東城壁の上部から人工の積み上げの痕跡が明らかに見ることができ，少





























































































の東南側に位置する。徐家崗の平均海抜は 45.5 ｍで，河床より 2 ｍ余り高くなっ
ている。岡地の西北部が高く，東南部が低く，城壁の外観が少し円形を呈し，
大部分が残っており，数 km 離れた場所からでも城壁が確認できる。






層がある。城壁の外観はほぼ円形で，外側の直径は 325 ｍ（面積が約 8 万㎡－
筆者）ある。城壁の厚さは不詳だが，四つの角が少し厚く，残存の高さは最高
のところが 5 ｍある。外壁は傾斜度が 50 度で大きく，内壁の傾斜度は 15 度で
ある。南西部壁の断面は台形で，底辺が 28 ｍ残っており（もともと 31 ｍに達
する），壁が高さ 3 ｍぐらい残っている。
　（2）護城河（環濠）。自然の川筋と人工の川が融合している。南西から北の










































幅の長い部分は 25 ｍ，短い部分は判明している部分で 10 ｍある。祭壇の高さ
























































の長さが 550 ｍ，東西最大の幅が 400 ｍで，20 万㎡の総面積。西城壁は地表











厚いところは 40 センチ余りに達するが，薄いところは僅か 3.5 センチである。
また城壁の土から屈家嶺文化の遺物が出土している。環濠からの出土物も全て
屈家嶺文化の遺物である。西城壁の下で大型な長方形の家屋が発見されてい















































幅 8－10 ｍが残っており，今でも地面より 2.5－4.6 ｍ高く立っている。東西
250－360 ｍ，南北 156 －305 ｍで，北東側がへこんでいて，全体が曲尺のよう













さ 850m で，総面積 67 万㎡で，城内面積 42.5 万㎡である。城内南部に高さ 1
ｍ－1.5m の大規模の台地（高所）がある。城壁底部の残存高さは 25m－50m で，
外には 20m－45m 幅の環濠がある。









4m ～ 5m 高い台地に造られ，平面は东－西細長い円形で，外側の環濠は今は
魚飼いの池になっている。城内の北東側及び北西側が大型台地で，居住区であ
り，赤色の焼き土が残っている。遺跡の総面積は 70 万㎡で，城壁内面積は 24
万㎡である。









800m，東西の長さは 550m－650m で，城内面積は約 50 万㎡で，環濠も含まれ
ると 70 万㎡ある。報告者は「石家河城址に次ぐ大きさ」と指摘している。城壁・
環濠のいずれも完全に保存されている。







形で，東西 300m，南北 200m－240m で，面積は 6 万㎡である。城壁の外側に
環濠があり，幅は 30m－50m がある。










560m，東西 550m で，面積は約 30.8 万㎡で，「特大規模の新石器時代の城壁だ」
と指摘されている。もう一つのデータは南北 420m，東西 350m で，面積は約
15 万㎡であると報告されている。











東西長さが約 335m で，面積は 9.8 万㎡である。








































1,100 ｍ，南北約 1,100 ｍの丘陵地帯に途切れ途切れに分布する多くの遺跡で
構成され，総面積がおよそ 110 万㎡に達する。城壁は大体集落の中心部に位置












































落で，120 万㎡で試算すると 7,200 人－9,000 人であるが，100 万㎡で試算する
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中
期
‐
石
家
河
文
化
11
.笑
城
湖
北
省
天
門
市
皂
市
鎮
。
山
地
か
ら
平
原
へ
の
移
行
地
。
城
北
の
外
に
環
濠
，
他
三
方
湖
。
9.
8
万
6.
3
万
2,
40
0
－
3,
30
0
1,
60
0
－
2,
10
0
多
種
類
集
落
機
能
な
し
，
都
市
の
可
能
性
小
屈
家
嶺
文
化
後
期
-石
家
河
文
化
初
期
。
稲
作
と
漁
猟
，
25
㎢
域
内
新
石
器
城
址
城
４
ヶ
所
発
見
。
12
.陶
家
湖
湖
北
省
応
城
市
汤
池
鎮
。
城
壁
外
に
環
濠
，
城
内
南
部
に
大
面
積
台
地
，
42
.5
万
（
総
面
積
67
万
）
8,
00
0
－
10
,8
00
多
種
類
機
能
あ
る
か
も
，
判
断
留
保
屈
家
嶺
文
化
後
期
-石
家
河
文
化
初
期
。
13
.王
古
溜
湖
北
省
安
陸
市
孛
畈
鎮
。
弯
垱
河
北
岸
二
級
台
地
。
城
壁
が
4-
5m
高
さ
台
地
に
造
ら
れ
，
環
濠
，
城
内
北
東
，
北
西
は
居
住
跡
。
70
万
（
城
壁
24
万
）
（
4,
50
0
－
8,
20
0）
多
種
類
機
能
あ
る
か
も
，
判
断
留
保
屈
家
嶺
文
化
-石
家
河
文
化
初
期
‐
中
期
。
大
型
台
地
に
数
万
㎡
土
の
赤
焼
き
跡
。
14
.城
河
湖
北
省
沙
洋
県
后
港
鎮
。
50
万
（
総
面
積
70
万
）
9,
30
0
－
12
,7
00
判
断
留
保
屈
家
嶺
文
化
後
期
-石
家
河
文
化
。
石
家
河
城
壁
に
次
ぐ
大
き
さ
。
15
.青
河
湖
北
省
公
安
県
甘
廠
鎮
。
回
り
よ
り
高
い
台
地
，
近
く
に
湖
6
万
1,
50
0
－
2,
00
0
判
断
留
保
屈
家
嶺
文
化
後
期
-石
家
河
文
化
。
16
.叶
家
廟
湖
北
省
孝
感
市
朋
興
郷
。
城
壁
東
部
，
南
東
部
環
濠
跡
，
城
内
南
東
居
住
区
，
西
城
壁
外
に
墓
地
。
15
万
2,
80
0
－
3,
80
0
多
種
類
機
能
あ
る
か
も
，
判
断
留
保
屈
家
嶺
文
化
後
期
-石
家
河
文
化
初
期
。
遺
跡
範
囲
5
㎢
，
回
り
に
同
时
期
遺
跡
11
ヶ
所
，
集
落
群
。
17
.張
西
湾
武
漢
黄
陂
区
祈
家
湾
鎮
。
北
，
東
，
西
三
方
環
濠
跡
。
9.
8
万
2,
40
0
－
3,
30
0
判
断
留
保
石
家
河
文
化
初
期
‐
中
期
18
.土
城
湖
北
省
大
悟
県
三
里
鎮
7
万
1,
80
0
－
2,
40
0
判
断
留
保
石
家
河
文
化
初
期
‐
中
期
19
.屯
子
山
湖
北
省
石
首
市
東
昇
鎮
。
回
り
よ
り
高
い
台
地
に
。
走
馬
嶺
と
姊
妹
集
落
，
走
馬
嶺
よ
り
南
15
0m
。
8
万
（
?）
2,
00
0
－
2,
70
0（
?）
判
断
留
保
大
溪
文
化
後
期
-屈
家
嶺
文
化
時
期
。
年
代
「
走
馬
嶺
相
当
」
20
.蛇
子
嶺
湖
北
省
石
首
市
東
昇
鎮
。
東
‐
西
孤
形
土
岡
，城
門
あ
り
。
？
？
？
屈
家
嶺
時
期
,「
走
馬
嶺
・
屯
子
山
よ
り
年
代
遅
い
」。
21
.盤
竜
城
湖
北
省
黄
陂
県
葉
店
村
。
盤
竜
湖
小
半
島
に
立
地
。
環
濠
幅
10
ｍ
，
北
東
部
台
地
に
大
規
模
建
築
群
は
宮
殿
区
，
基
礎
台
地
に
大
規
模
宮
殿
｡青
銅
器
作
業
場
等
。
11
0
万
（
宮
城
7.
5
万
）
6,
50
0
－
8,
20
0
（
1,
90
0
－
2,
50
0）
多
種
類
機
能
。
都
市
商
代
。
青
銅
器
玉
器
等
大
量
，
多
種
類
。
商
王
朝
の
「
方
国
」
？
